
NPO法人こんぶくろ池自然の森 2025年度　定例活動報告書
 実施日時： （日） 9:00～12:00

天候： 晴れ
報告者：　 橋本谷・中川  望

項番 作業内容 従事
人数

1 こんぶくろ池の泥上げ（２日目） ２２名

本日は前回（1/25）の泥上げ場所から、より北岸に近いエリアの泥上げを行いました。前回の泥上げ実施

場所には若干ですが水溜りができていました。これは泥上げ実施の結果、地下水が湧き出てきたものと

思われます。下記６枚の写真の右下でわかるとおり、２回の泥上げはこんぶくろ池の右側のエリアで行い

ました。次回は左側のエリアで実施する予定です。

 

 

2 植物銘板整備 ３名

3 林床のササ刈り前の準備 ３名

  

 

参加者　　３３名　　（　会員　３０名　　千葉大学地域活動体験インターン　１名　　活動体験者　２名　）　　　　

1月25日

本日は天気も良く、気持の良い活動日和でした。活動参加者は、千葉大実習生のＮｉさん及び活動体験参加の
ＦさんとＳさんの両名を含めまして総勢３３名でした。
活動内容は、①こんぶくろ池の泥上げ（２日目）、②植物銘板整備、③林床のササ刈り前の準備、④シュンランの
生育状況の確認、⑤自生ズミ生育地及び植栽ズミの保護、⑥クラフト製作と用具の整備、等々でした。

　木杭が腐食している銘板を取り替えました。径が太い樹木には巻き付け方式に変えて行きます。ワーク
ショップで子供たちが作った木製銘板を取付ました。

　中央5エリアのササ刈り前に幼木
を防護するための印を付け、周り
を手刈りしました。多数があるとこ
ろはスズランテープで囲いました。



項番 作業内容 従事

人数

4 シュンランの生育状況を確認 ３名

5 自生ズミ生育地および植栽ズミの保護 ２名

6 クラフト製作と用具の整備 ２名

クラフト製作（柏ネイチャー
クラフト展に出展する写真付き
竹すだれの製作）と用具（刈込
バサミ他）の整備を行いまし
た。

　中央８エリアのシュンラン群生地の生育状況を確認しました。昨年、印を付けた箇所は概ね育っていました。
  　　　（写真はございません）

こんぶくろ池の泥上げで出た泥からズミを保護するために、自生ズミ生育地および植栽ズミ周囲をテープで覆
いました。


